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ÌÆのÀ9	

私たちN ªÆグループは、「木」を軸としたF々な事ÆË動に�り組んでいます。

創Æ以a���7年にわたって¨積してきた木に�する[dやノウハウにHえ、おrFとのつながりや国内�のネットワーク、培ってきた

ブランド力といったN ªÆグループ独自の­みを持っています。これらの­みに2づき、人と���«に�しい「木」をËかし、

人々の生Ëに�するあらゆるサービスをóじて、持�I能で豊かな�vの実現に貢献します。
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関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/company/jigyou/sanrin/index.html
https://sfc.jp/information/company/jigyou/mokuzai/index.html
https://sfc.jp/information/company/jigyou/sintiku/index.html
https://sfc.jp/information/company/jigyou/overseashousing/
https://sfc.jp/information/company/jigyou/overseashousing/
https://sfc.jp/information/company/jigyou/seikatu/index.html
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〈資源�«事Æ〉

森ªは、水源PU、��>�B防止、生物*F性保全、ª産物��などの*面的A能を&します。森ª経営には、木をñえ、育て、伐

ってË用し、再び木をñえるというサイクルを�vするための持�I能性の視点が欠かせません。

現在国内では、人工ªが2²>を迎えており、木材のq用�進によるªÆの成長産ÆBに向けた�革が進んでいます。国産材のq用


Hとともに、�伐の
Hが見込まれるため、再�ª用の苗木の安定��がbUとなっています。国内森ª事Æでは、先進的なªÆA�

の導入によって生産性の向Öを図ると同時に、苗木生産9制の整備・­Bに�り組んでいます。

また、��森ª事Æでは世�的な森ª減 や天然ªの伐採制限­Bにより、天然木の��£が一�と減 すると想定されます。そのよ

うなæµAで、大L模なñª事Æの展�や、c材した原木を製�事Æの原材�としてË用するなど、�域�v・�«とÛ÷した持�I

能な森ª経営と産Æ用資材の生産を実践しています。����年��月には、マングローブの森ªを保&・�vするビナ・オヴィヴィパリ・

セメスタ（#*04）の×式を�����得しました。マングローブの森ªを「保護ª」として保全・�vすることにより、質の高いブルーカ

ーボン・クレジットの創cを目指しています。

再生I能エネルギー事Æでは、持�I能なエネルギーサービスの��不足というbUに;して、建¤廃材やª�未q用木材などをチッ

プBして燃�にq用する木質バイオマス発電を�に推進しています。再生I能エネルギーの��のみならず、森ª資源の&効Ë用、�域

の森ª�«整備などªÆの振»にも58します。
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関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/mitigation.html#anc7
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/forest/
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/biodiversity/inforest.html
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/resource/energy/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/human-rights/#anc4
https://sfc.jp/information/sustainability/social/safety-health/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/contribution/overseas.html
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〈木材建材事Æ〉

木材建材事Æでは木を軸とした幅広い事Æを展�しており、それらはÛlから�ó、製�まで©工程でF々な�vbUと�×していま

す。また、木材コンビナートをµとしたn�型の資源��システムの±立に向けた�り組み、「0OF�$MJDL�-$"」の普z«大をóじたo

�素設計のスタンダードBを進めています。

�ó事Æでは、�り扱う木材zび木材製品に�して、法¸・�vL範x�のみならず人権%Xやà働安全衛生の±保、生物*F性保

全、�域�vへの配�がXPな�vbUであることを認識しています。持�I能な木材zび木材製品の�扱比�に�する目標を定める

とともに、仕入先へのサステナビリティの�組±認を事Æフローに組み込むことで、事Æと&4(の一9Bを推進しています。

製�事Æでは、安心・安全に働ける�«の整備と�«負^低減をXPなbUと認識し、安全;策のO実やà働�«の�善、>室効Qガ

スの排c£削減やリサイクル�の向Öに�り組んでいます。
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関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/forest-resource.html
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/resource/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/safety-health/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/product-quality/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/supply-chain/
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〈N[事Æ〉

N[事Æでは、おrFが長く安心・安全な暮らしを�れるN[やサービスを提�するとともに、�発・設計から施工にわたる©工程に

おける���«への配�や、持�I能な木材や建¤資材の使用、安全なà働�«Aでの施工の実施がXPなbUと認識しています。

�«負^低減にもっとも貢献できる分	の一つが、N[�N時に排cされる>室効Qガスの削減です。おrFのニーズにあわせながら

»エネ、創エネ、レジリエンスA能を付Hする;&)仕FのN[を推�し、;&)*¶«大に努めることでM庭のエネルギー´費£の削減

を図っています。さらに、建てるときから暮らすときまで、N[の生�をóじて$0�排c£をマイナスにする-$$.N[の販売を行って

います。

また、木は製品となっても$0�を�素として保持し�けるため、木�N[を建てることは、都市に森をつくることだといわれています。

N ªÆグループは、$0�を{2し内部に�素固定する木のq点をËかした;&)や-$$.N[などの提�をóじて、自�のみならず�v

全9のo�素に貢献することを目指しています。
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関連情報はこちら

D°/�z
÷ D°/��z2% §Bw���«Zª�zð`

à��Àø生 kÉ�´�Ò¸z�Àz�Éõ�v N[ÌÆwV]�VrFtz²ÞäÊ°�¶æò

N[ÌÆwV]��@�guté´£®ê ´Öè£À¦�òÝÌ·àòÇ

https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/mitigation.html
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/adaptation.html
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/biodiversity/greening.html
https://sfc.jp/information/sustainability/social/safety-health/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/product-quality/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/customer/
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/resource/housing/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/supply-chain/
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〈��N[事Æ〉

��N[事Æでは、©�の文Bや風土にあった建¤を大切にしています。���係v�の現�経営方針を%Xし、その�域にもっとも

適した�品・サービスを提�する9制としています。ºえば、米国の一部�域では、»エネ性能に�れた�«負^の低いN[にHえ、

水資源がNXな事Æエリアの特性を踏まえたランドスケープや在a$のñ栽など�域�«に配�した�構にも�り組んでいます。

豪6では、サステナビリティに�する制度整備が進む¯、オール電Bや+T光パネルの標s搭載をóじて、o�素Bとエネルギー効�

の向Öを推進しています。

また、アジアでは、国内�のN[事Æで培った設計力や�«負^の ない建材の�見をËかし、「o�素設計のスタンダードB」に�

り組んでいます。インドネシアなどで�«配�型N[の�発を進め、&%(&認Ëàの�得にも¶力しています。

その一方で、N[�発におけるリスク評Fや、現Ýのà働安全衛生±保などのXP事項についてはグループ方針にQい、N ªÆ本�

とのコミュニケーションを図りながら迅�かつ±実な;%を行える9制を¤いています。

ÌÆzÀ9	 � a��P
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関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/mitigation.html#anc5
https://sfc.jp/information/sustainability/social/product-quality/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/human-rights/
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/risk.html#anc2
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/biodiversity/greening.html#anc4
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〈不動産事Æ〉

不動産事Æではo�素�vの実現に向けて、ネットゼロカーボンを目指す不動産�発を推進しています。

プロジェクトにあたっては、木材の�素固定効Qなどによる�«性能にHえ、q便性に�れた立�、�員の健康や働きやすさにも配�

した設計を推進しています。また、�«認Ë-&&%à�や健康配�型オフィス認Ëの8&--à�などグリーンビルディングに�する�«認Ë

の�得を目指しており、�v的・�«的な付HF�の高いオフィスを提�していきます。

ß年では、����年に土木・建¤の事Æ分	において国内�で数*くの施工実績を持つ×式v�熊谷組とのÆ務資本提携、そして����年

には鉄骨����鉄Øコンクリート�建¤の*¶や施工�vノウハウを持つコーナン建設をグループBしました。N ªÆが持つ木�建¤

や内��の木質B[d等と組みあわせ、¯大L模木�建¤などの非N[分	を«大させます。N[以�の¯大L模建¤での木�B・木

質Bを提案する「建¤（木B）事Æ」をóして、木の文Bの伝¦やªÆË性B、�«、経済がÛ÷した持�I能な�vの実現への貢献

を進めていきます。

à� USGBC（US Green Building Council）が開発及び運用を行っている、建物と敷地利用についての環境性能評価システム

à� WELL Building Standard。人々の健康や快適性に着目した建築物の評価システム。ウェルビーイングに影響を与える機能について、10の コンセプトに基づき

書類審査と現地審査を行い、獲得スコアにより4段階で認証する

ÌÆzÀ9	 � a��P

関連情報はこちら

¯é�òÒêÆ¢ò¯�z��Ô� kÉ�´�Ò¸z�Àz�Éõ�v 人]%Xz��Ô�
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/green-building.html
https://sfc.jp/information/sustainability/social/product-quality/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/human-rights/
https://sfc.jp/information/sustainability/governance/risk.html#anc2
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〈生Ë´ーÒ¸事Æ〉

日本の高ÇB�は����年にÝ高Ç�vに突入した後もÖ«を�け、����年��月には�����àにlし、����年には���をÝえると推�さ

れています。この~�に進むÝ高Ç�vへの;%は、日本における最XPの�vbUの一つです。

この�vbUに;し、生Ëサービス事Æでは、新L施設�設による�室数の
Hを推進することで�vbUのw決へ貢献するビジネス

の«大に�り組んでいます。「¯>経営計mサステナビリティ編1IBTF�（����年～����年）」では、&�老人ホーム�室数を�
���室

まで
やすことを目標に掲げ、����年��月の新L施設の�設により、目標�室数に到lしています。

ÌÆzÀ9	 � a��P

·生à�»°¸÷�ñh高Ç�v白�±��à

関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/resource/life-service.html
https://sfc.jp/information/sustainability/social/safety-health/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/product-quality/
https://sfc.jp/information/sustainability/social/customer/life-service.html
https://sfc.jp/information/sustainability/social/social-issue/
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a��P

木は、���«の持�I能性と私たちが営む�v・経済の発展の�立にとって大きなI能性を秘めています。木のI能性を引きcし、

そのF�を高めるためには、継�的な[d�発が不I欠です。そのけん引
である§波研�}は、����年の設立以a、木に�する先進

的な研�と[d�発力で、N ªÆグループの礎となっています。

a��P9Wzび
	

§波研�}では、新たな事ÆAv創cとF�創�を目指す「コーポレート研��発」と事Æ戦�に2づいて行われる「事Æ部研��

発」の�つを軸に、�グループ9制で研��発を行っています。目まぐるしく�vや生Ë�«が変Bする¯では=#の�念に1われず、¯

長>的視点に立つことがXPだと考えています。これまでにない木のË用方法を生みcしその付HF�を高め、持�I能なサプライチ

ェーンを構¤することで、�vや人々の暮らしに
立ち、豊かな���«に貢献することを目的に、新しい研��発テーマに一�とな

ってÐ戦しています。

§�a�}za��P9Wz�
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関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/company/rd/tukuba/
https://sfc.jp/information/company/pdf/20220914.pdf
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N ªÆグループは、創Æ���年となる����年を目標に、木�Ý高層建¤物をÎÎとして、さらにその3辺の建物やあらゆるものを木

�B・木質Bすることで�を森に変える「�«木B都市」の実現を目指す研�[d�発構想「8���計m」を����年に発表しました。

そして、����年�月には長>ビジョン「.JTTJPO�53&&*/(�����」を発表し、N ªÆの「木」を軸にした川Öから川Aまでの事ÆË動

をóじてo�素Bとサーキュラーバイオエコノミーの実現を目指しています。§波研�}は、研�Ë動で得られたF々な�見や[dを

N ªÆの事ÆにËかし、人と�vに�元することで、N ªÆグループの目標の実現に貢献します。

ÌÆzÀ9	 � a��P

a�\Qを人と�vへ�p

関連情報はこちら
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https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/mitigation.html#anc6
https://sfc.jp/information/sustainability/environment/climate-change/adaptation.html#anc5

